
 ９月定例会における総務常任委員会の概要  

 

◆ 10月９日（火） 開会 午前１０時００分 

         （休憩 午前１０時５３分～午前１１時０５分） 

          閉会 午後 ０時００分 

  10月10日（水） 開会 午前１０時００分 

         （休憩 午前１０時５２分～午前１１時００分） 

          閉会 午後 ０時００分 

 

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第 119号 平成30年度山形県一般会計補正予算（第２号）中 所管分 

議第 128号 
山形県地方活力向上地域における県税の不均一課税に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議第 129号 山形県まち・ひと・しごと創生拠点整備基金条例の設定について 

議第 130号 
山形県個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議第 144号 山形県庁舎屋上防水及び外壁等改修工事請負契約の締結について 

議第 147号 パーソナルコンピュータの取得について 

議第 150号 山形県名誉県民の称号を贈られる者の選定について 

議第 151号 

東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所及び同社福

島第二原子力発電所の事故に基づき生じた損害賠償の和解のあっせん

の申立てについて 

議第 153号 平成30年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 所管分 

 

（２）請  願 

番号 
受 理 

年月日 
件  名 提 出 者 

紹 介 

議 員 
採 決 

43 30.9.21 
私学教育の支援に

ついて 

山形市松波四丁目６－11 

山形県私学会館内 

公益社団法人山形県私立学校

総連合会 

会長 九里 廣志 外２名 

大内 

吉村 

髙橋 

伊藤 

田澤 

森田 

今井 

後藤 

採択 



44 30.9.21 

幼児教育無償化の

円滑な実施、私立

高等学校等の授業

料実質無償化の導

入等公私間格差の

是正、専修学校に

おける若者定着促

進に係る事業への

支援並びに短期大

学生及び専修学校

生に対する就学支

援措置の拡充を求

める意見書の提出

について 

山形市松波四丁目６－11 

山形県私学会館内 

公益社団法人山形県私立学校

総連合会 

会長 九里 廣志 外２名 

大内 

吉村 

髙橋 

伊藤 

田澤 

森田 

今井 

後藤 

採択 

46 30.9.21 

2019年度県予算に

おける私学助成関

係予算の拡充につ

いて 

山形市上町一丁目９－17 

山形県私学助成をすすめる会 

代表 渡邊 誠一 

松田 

青木 

青柳 

渡辺 

菊池 

広谷 

採択 

 

（３）報告事項 

 総務部長 

・山形県公立大学法人平成29年度に係る業務の実績に関する評価結果の概要に 

ついて 

・障害者雇用率制度に係る精査の結果について 

・情報公開・提供の検証、見直し第三者委員会(見える化委員会)報告書について 

企画振興部長 

 ・「いきいき雪国やまがた基本条例(仮称)」素案の概要について 

 危機管理監 

 ・台風第25号に係る被害状況等について 

 

（４）審査内容 

議案の詳細について、関係課長から説明を聴取した後、議案に対する質疑と、 

所管事項に関する質問を行った。 

 

（５）採  決 

付託された９議案については、全員異議なく、いずれも原案のとおり可決す

べきものと決定した。 



（６）請願審査 

請願43号、44号、46号については、いずれも採択すべきものと全員異議なく決

定した。 

 

（７）主に議論された項目 

◇食品の残留農薬検査の概要及び近年の検出件数と検出後の対応について。 

◇東京電力福島第一原子力発電所等の事故に伴う損害賠償請求については、他

県と連携して国に対して更なる関与を求めることも必要と考えるがどうか。 

◇山形県総合文化芸術館完成後の県民会館の跡地利用の検討に関する現在の状

況について。 

◇山形県名誉県民の称号を贈られる者を選考するに当たっての選考委員会にお

ける主な意見について。 

◇会計年度任用職員制度に対応するため行う給与等システムの改修・整備の概

要及び今般予算要求を行うに至った整備手法の検討過程について。 

◇公文書管理に関する条例の制定に向けたスケジュールについて。 

◇公文書管理に関する職員への研修状況と今後の歴史公文書に関する専門知識

を持つ職員の育成に向けた考え方について。 

◇水道事業の広域連携を進めるに当たっては、各地域や事業者の実情を十分に

踏まえながら検討していくべきと考えるがどうか。 

◇「情報公開・提供の検証、見直し第三者委員会報告書」を受けた、今後の県

の対応について。 

◇フル規格新幹線の実現に向けた取組みの進捗状況について。 

◇板谷峠の長大トンネル実現に向けては、地元の盛り上がりを醸成するために

もトンネル実現に特化した組織を立ち上げるべきと考えるがどうか。 


